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研究成果の概要（和文）：本研究では中国新石器時代後期の長江下流域において、高度に社会が複雑化したとさ
れる良渚文化の階層構造について、墓の網羅的なデータベースからその詳細を解明した。良渚文化では南向きの
頭位が採られ、墓壙の規模や葬具、副葬品の数量やその内容により階層表示が行われた。特に副葬品の内容は玉
器や漆器、土器の双鼻壺などが顕著にその傾向を示しており、大型墓以外にも及ぶ明確な副葬基準が存在した可
能性が高いと考えた。

研究成果の概要（英文）：In this study, I clarified the structure of the social hierarchy of Liangzhu
 culture by constructing a comprehensive database of tombs. In Liangzhu culture, many tombs face 
south, and differences were found in the size, structure, quantity and quality of burial goods among
 the social classes. Especially in the contents of burial goods, jade, lacquer ware, pottery named 
“Shuangbihu（双鼻壺）”, etc. show a remarkable tendency. From the above, it is highly possible 
that there was a clear standard for burial in Liangzhu culture as a whole.

研究分野：考古学

キーワード： 良渚文化　良渚遺跡群　社会階層　墓　副葬品　稲作文明　新石器時代

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
良渚文化の標式遺跡である良渚遺跡群は、2019年に世界文化遺産にも登録された世界的に注目を集める遺跡であ
る。しかし、これまでの研究では、大型墓という一部の社会階層のみに注目が集まり、社会全体の構造が理解さ
れていなかった。本研究では墓に注目し、良渚文化全体を包括する社会階層の一端の解明に成功した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究では、中国新石器時代の長江下流域に栄えた良渚文化の社会構造に焦点を当て、特にそ
の階層構造と集団構造の解明を目指す。これまで中国考古学における社会構造研究は、黄河流域
で活発に行われてきた。特にその大部分は、夏王朝や殷王朝に代表される初期王朝の形成過程の
解明に向けられてきた。2001 年から国家プロジェクトとして行われた「中華文明探源工程」で
は、社会の複雑化が王朝出現を間接的に示す要素と捉えられ、墓の規模や副葬品の内容が社会の
垂直方向の差異である階層差を示す重要な指標とされた。このように、中国考古学では墓が社会
構造を示す重要な指標と認識されている。 
良渚文化でもこれまでに多くの墓が報告されている。特に良渚遺跡群で発見された玉器など
豊富な副葬品を持つ大型墓は、遺跡内や遺跡間における階層構造の検討を通して、社会における
相対的位置付けが論じられてきた〔中国社会科学院考古研究所 2010 など〕。ただし大型墓は多
くが階層上位に属し、これらのみを論じても良渚社会の全体像を描くことは難しい。近年、発掘
調査の増加により、良渚文化でも多くの小型墓が報告されている。社会全体の階層構造を論じる
ためには、これらも含めて改めて分析を行うべきであり、そこで初めて大型墓の相対的位置付け
も理解できるのである。さらに全体を見渡す分析を行うことで、墓の属性の規則性に反映される
良渚文化の墓制を解明できよう。社会の水平的差異である集団構造については、大型墓から出土
する玉器を中心に、遺跡間の相対的関係が論じられてきた〔今井 1997 など〕。しかし遺跡内に
おける墓の分布やそれらに基づく副葬品の差異を通した精緻な分析は行われていない。これら
の分析により、これまで不明瞭であった遺跡内の集団単位や集団間格差を知ることができよう 
以上、先行研究を批判的に継承し、良渚文化全体の階層構造と集団構造を解明する本研究を通
して、良渚文化の複雑な社会を描出し、稲作文明の実態を示すことができると考える。 
 
２．研究の目的 
 本研究では良渚文化の墓として報告された資料を網羅的に集成し、その規模や副葬品、分布な
ど様々な属性の分析を通して、良渚文化の社会構造を明らかにする。特に社会構造の中でも、稲
作文明を支える都市や国家の成立を傍証する階層構造に焦点を当てる。また、階層化がいかなる
単位で進展したのかを示しうる集団構造の解明についても目的に含めたい。本研究を遂行する
ことで、良渚文化の複雑な社会を描出し、稲作文明の実態を示すことができよう。 
申請者は、これまでの研究を通して良渚文化の文化要素が及んだ黄河流域の土器動態を整理
し、土器を通した編年観など本研究課題にも活かされる方法論を学んできた。また、実験的に土
器伝播の背景を考察した研究では、物質文化の変化の背景にある要因を分析した。このような姿
勢は本研究で扱う墓の物質面の差異を考えることに繋がる。先商文化の社会構造を考察した研
究は、まさに本研究でも採用する研究方法のもととなっている。このように、これまでに積み重
ねた研究が、本研究を立案し、遂行するための基礎となっている。 
 
３．研究の方法 
まず良渚文化の墓に関する文献のリストを作成する。それをもとに、被葬者の階層性や墓の地
域性を示すと考えられる項目を選定し、データベースの構築に取り掛かる。具体的には遺跡の地
域、年代、墓の規模、頭位、構造、葬具の有無、副葬品の数量、内容、組成、被葬者の性別、年
齢などを項目に入れる予定である。そして、ここまでで構築したデータベースをもとに、規模、
構造、葬具の有無、副葬品の質と量、組成などの相関関係から良渚文化の社会階層を示す。さら
に、その背景を考察するため、階層ごとの被葬者の性別や年齢などの属性との関係を検討する。
また、頭位や副葬品の組成なども確認することで、良渚文化の墓制についても明らかにすること
ができる。 
さらに、階層性の広がりを確認し、良渚文化全体の空間的な階層構造を明らかにしたい。墓の
分布状況を確認することで集団単位を抽出する。そして各階層の墓がどのような単位で分布す
るのかを明らかにし、集団間の階層差を示す。そして、最終的にこれまでの研究を総括し、良渚
文化における社会の複雑化の変遷を示すことで社会構造の一端を明らかにする。 
 
４．研究成果 
本研究で最も核となる作業は、良渚文化の墓データベースの構築である。これについては、上
記の通り、墓の所在する地域や遺跡名、構造、年代、頭位、規模、葬具、葬式、性別、年齢、副
葬品の数量と内容などの項目を抽出し、データ入力を行った。結果的に、良渚文化の中心遺跡で
ある良渚遺跡群の反山遺跡、瑶山遺跡、廟前遺跡、文家山遺跡、仲家山遺跡、さらには新地里遺
跡、邱承墩遺跡、小兜里遺跡、福泉山遺跡、高城墩遺跡など墓が多く報告された遺跡をはじめと
し、網羅的にデータベース化を行うことができた。 
 まず、単純な階層構造について規模や構造、葬具、副葬品の数量や内容から考えると、既往研



究で指摘されてきた通り、副葬品として玉器が重要な社会階層を示す指標となることが分かっ
た。特に冠形器、琮、璧、鉞はその傾向が顕著であり、良渚文化全体に共通した価値観念が存在
したことを示す。ただし、これらはこれまでの研究で多く指摘されてきたことであり、何ら新た
な研究成果ではない。 
 また、墓壙規模をみると、大部分の墓は２平米以下の範囲に収まる。これらの墓は、基本的に
10 点以下の副葬品しか持たず、葬具がみられないものが大多数である。一方、２平米以上の墓
は葬具を持つ例が増加し、副葬品も数十点を出土するようになる。また、３平米以上の墓になる
と、大多数が葬具を持つようになる。逆をいえば、葬具を備えるためには、２－３平米の墓壙が
最低限必要になるということである。葬具については、近年、江蘇省蒋荘遺跡などで木棺が多く
出土しており、その具体的構造を明らかにする参考となろう。 
 被葬者埋葬時の頭位は、非常に明確である。地域差等はみられず、基本的に 180 度方向、つま
り南向きを中心に頭位が設定される。これは良渚文化に先行する崧澤文化から続く伝統であり、
それを継承したと考えられよう。 
 すでに副葬品の内容について、玉器に触れた。玉器と社会階層に関する研究は枚挙にいとまが
なく、またその傾向についても指摘されてきた通りである。本研究ではむしろ、これまでほとん
ど注目されてこなかった遺物に重心を置きたい。特に、「良渚文化の墓では土器が重視されなか
った」といわれるほど詳細な研究が行われていない土器については、今一度検討してみる価値が
あろう。 
 良渚文化の墓では、最も基本的な土器の副葬セットが存在する。それは、「煮沸器＋供膳器＋
貯蔵器」のセットである。具体的には、煮沸器として「煮る」機能を持つ鼎、さらに「蒸す」機
能を持つ甗が加わることも稀にある。供膳器としては、豆や圏足盤、圏足簋という圏足を持つ特
殊な供膳器を中心に、盆なども副葬される。貯蔵器には、圏足罐と尊が中心に副葬される。これ
らの器種は、基本的に１器種が複数点副葬されることは少なく、１器種１点が原則となるようで
ある。その性格は、威信材というよりも、明器として死後の世界で生活に使用されることを前提
に副葬されたのであろう。そのために、墓の規模にかかわらず副葬数に大きな差がみられないの
である。 
 これら基本的セットに加え、さらに頻繁に副葬される器種が認められる。それは、酒器として
使用された可能性のある双鼻壺と寛把杯である。特に双鼻壺は多く副葬され、その社会階層に応
じて副葬の有無や個数に差異がみられる。墓壙面積との関係をみると、２平米以下の小型墓では、
１基あたりの双鼻壺の出土平均点数は 0.44 点と、１基１点にも満たない。２－３平米になると、
1.18 点となり、大幅に増加する。そして、３－４平米では 2.28 点と、１基あたり２点を越える
点数となる。墓壙規模は副葬品の内容や点数と相関関係にあり、当時の社会階層の実態を反映す
る可能性が極めて高い。したがって、墓壙規模と相関する双鼻壺もまたその副葬と点数によって
階層表示機能を担った遺物であるといえよう。また、その他の副葬土器は基本的に 1器種 1点が
大多数であったが、双鼻壺のみは社会階層に応じて複数が副葬された。これらの点からも、双鼻
壺のみが土器の中で特殊な位置づけにあったということができよう。 
 また、非常に興味深い点として、墓壙規模が４平米を越える墓になると、双鼻壺の出土平均点
数が 1.23 点に減少する。特に良渚文化における絶対的な中心遺跡である良渚遺跡群の王墓では、
その出土が限定される。良渚遺跡群の墓を除いた平均値をみても２点と少なく、やはり３－４平
米よりも出土数が限られる。一方、４平米を越える墓では玉器の副葬点数が増加するため、大型
墓になると階層表示が玉器へと収斂されることが推測できる。つまり、土器としての双鼻壺は、
４平米前後の中型墓以下のランクで主に階層表示を担った遺物であるといえるのではなかろう
か。 
 土器以外の遺物については、これも以前から指摘されてきたように石器としての石鉞から社
会階層との明確な相関を抽出できる。２平米以下の墓では石鉞を出土する墓とそうでない墓が
ある一方、２平米以上になると大多数に副葬するようになる。また、福泉山遺跡 139 号墓などの
少数の墓では他の威信材的な性格を持つ副葬品の数量に比して石鉞が多く出土する傾向がみら
れる。これらの墓は、あるいは被葬者の生前における職掌と関係している可能性が高い。その他、
漆器についても、明らかに大型墓からの出土が多いなどの傾向を抽出することができた。 
 以上のように、本研究を通して構築した良渚文化の墓のデータベースを通して、設定した様々
な属性間の相関関係を証明し、良渚文化の階層構造の詳細を抽出することに成功した。良渚文化
では、南向きの頭位が採られ、墓壙の規模や葬具、副葬品の数量やその内容により階層表示が行
われた。特に副葬品の内容については玉器や漆器、土器の双鼻壺などが顕著にその傾向を示して

252 桐郷市 新地里遺跡 M137 長方形竪穴土壙墓 168 2.86 1.38 3.95 1.38 0.67 一部長方形痕跡 葬具範囲2.63×1.06 23 1 2 2
253 桐郷市 新地里遺跡 M138 長方形竪穴土壙墓 160 1.52 0.35 0.53 0.35-0.45 0.11 不良 仰身直肢 2 1 1
254 桐郷市 新地里遺跡 M139 長方形竪穴土壙墓 167 1.75 0.32 0.56 0.32-0.5 0.05 2 1
255 桐郷市 新地里遺跡 M140 長方形竪穴土壙墓 160 2.82 1.06 2.99 1.06 0.75 長方形弧棺 葬具範囲2.5×0.66 12 1 1 1 1 1 1
256 無錫市 邱承墩遺跡 M2 長方形竪穴土壙墓中期偏晩or晩期偏早BC2400前後20 1.02 1.4 1.43 1.4 0.51 2 1
257 無錫市 邱承墩遺跡 M3 長方形竪穴土壙墓中期偏晩or晩期偏早BC2400前後200 3.09 1.16 3.58 1.16 0.63 側身直肢 痕跡。紅色漆残る。 62 1 4 13
258 無錫市 邱承墩遺跡 M4 長方形竪穴土壙墓中期偏晩or晩期偏早BC2400前後197 1.32 1.32 0.18 北部が壊される 10
259 無錫市 邱承墩遺跡 M5 長方形竪穴土壙墓中期偏晩or晩期偏早BC2400前後204 3.58 1.05 3.76 1.05 0.25 側身直肢 葬具があったと思われる54 2 5 7
260 無錫市 邱承墩遺跡 M6 長方形竪穴土壙墓中期偏晩or晩期偏早BC2400前後195 1.15 1.15 0.21 南部が壊される 10 3 2 1 1
261 無錫市 邱承墩遺跡 M7 長方形竪穴土壙墓 早期偏晩 BC3000前後121 1.79 0.59 1.06 0.59-0.8 0.35 7 2 1 1
262 無錫市 邱承墩遺跡 M8 長方形竪穴土壙墓 早期偏晩 BC3000前後191 1.89 0.7 1.32 0.7-0.8 0.58 8 2 1 1
263 無錫市 邱承墩遺跡 M9 長方形竪穴土壙墓 早期偏晩 BC3000前後201 1.68 0.54 0.91 0.54-0.64 0.78 3
264 無錫市 邱承墩遺跡 M10 長方形竪穴土壙墓中期偏晩or晩期偏早BC2400前後198 2.06 0.7 1.44 0.7 0.35 6
265 無錫市 邱承墩遺跡 M11 長方形竪穴土壙墓中期偏晩or晩期偏早BC2400前後194 3.55 0.99 3.51 0.99 0.45 丸底葬具仰身直肢 南部が壊される 53 5 4 5
266 良渚遺跡群 莫角山小型墓 M1 長方形竪穴土壙墓 中期偏晩 125 2.4 0.8 1.92 0.8-0.9 0.2 3 1 1 1
267 良渚遺跡群 朱村墳 M1 長方形竪穴土壙墓 180？ 2.1 0.65 1.37 0.65-0.7 0.1 6 2 1
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備考 副葬品総数 鼎 甑鼎 甑 甗 豆 圏足盤 三足盤 圏足簋 圏足罐 尊 缸 寛把杯 双鼻壺



おり、大型墓以外にも及ぶ明確な副葬基準が存在した可能性が高いだろう。 
 本研究では、研究期間の最後に上記の検討結果や水平的な集団関係について、中国側のカウン
ターパートである浙江省文物考古研究所の研究員と検討を進め、さらに出土遺物の実見等を行
う予定であった。しかし、その渡航計画を立てたところで COVID-19 の流行が始まり、現地への
渡航が不可能となった。そのため、本来の最終年度である 2019 年度より２年間にわたり研究期
間の延長を行った。それにもかかわらず 2021 年度下半期になっても状況は好転せず、現地調査
が実現しない状況のままであった。そのため、上記検討の発表時期等を鑑み、2021 年度をもっ
て本研究に一区切りをつける決断を下した。なお、本研究の成果の一部は 2018 年度日本中国考
古学会等の学会で発表を行っており、今後、論文化を早急に進める予定である。 
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